
秋田工業高等専門学校第 回ＩＣＴ活用研修会 

 

．趣 旨   

ＩＣＴ インタ ットコ ュニケ ョンテク ロ を活用し 共同

教育 後ますます加 化さ こ 予測さ 本校 共同教育事業

も ＩＣＴ活用行事 導入を推進す 回 本校卒業生を講師 迎え 秋田

工業高等専門学校内 聴講室を設け 講師 研究室 聴講室 をインタ ッ

トを し 接続し 卒業生 よ 本校高学 学生を主 対象 し 研修会を開

催す こ 双方向 講演 質疑応答を通し 最先端 技術を分 やすく吸

収 け く 卒業生 活躍を知 こ 在学生 意識 向上を図  

 

 

．日 時  成 月 日 火 ： ～ ：  

 

．会 場  

 講演者：茨城大学工学部知能 テ 工学科星野研究室 

 聴講者：秋田高専テク ラボ そ 他 

 

 

．講 師  茨城大学工学部 知能 テ 工学科 教授 星野 修  氏 

                      秋田高専工業化学科 期生  

 

 

．演 題  計算論的脳科学研究 

 

 

．対 象  研究室学生 高学 学生 そ 他秋田高専教職員等 

 

 

．実施方法 Web 会議 テ 聴講者 遠方 講演者 双方向通信を

す 聴講室 ビ プロ ェクタを設置す こ 音

声以外 電子白板上 記述形式 コ ュニケ ョン 実現

す 聴講者側 秋田高専外 も可能 あ  
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計算論的脳科学研究 
茨城大学工学部知能 工学科 修 

 

概要： 

脳 外界 様々 感覚 例え 視覚 聴覚 嗅覚 皮膚感覚 味覚 情報 記

憶 認知 認識 高度情報処理 あ こ う 脳機能 理解 工学 医学

薬学 心理学 様々 分 多大 貢献 こ 予想 現 最 注目

い 研究分 ひ あ 脳科学研究 手法 実験的 ，理論的

あ 理論的研究 生理 心理 解剖学的知見 基 対象 脳部位

例え 大脳皮質 対 神経回路網 構築 後 作 神経回路

網 対 計算機 ュ ョン 行い 個々 神経細胞活動 記録 解析 脳

う 機能 い 調 講演 脳機能 うち 主 認知認

識機能 い 聴覚系 例 解説  

 人間 話者 発 言葉 統一的概念 理解 こ 普段

々 何気 く使 い 機能 あ 実 高度 情報処理 考え い

例え 特定多数 人 話 こ ち いう音声 ペ 時間変化 同一

概念 意味 理解 風邪 ひい 声 話者 個

人 特定 こ こ ン や森 暮 サ 視覚 く聴覚 個体

識別 能力 反 い こ ン コ いう  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こ う 認知認識機能 可能 い 思わ 神経細胞群 形 回路網

あ こ ュ ラ ッ ワ 神経細胞 ュ ン 間 情報伝

達 電気パ 神経伝達物質 行わ わち脳 電気化学回路 立

い 神経細胞 伝播 電気パ プ 結合 呼 微小間隙部位 神

経伝達物質 放出 神経伝達物質 受容 神経細胞 神経伝達物質 種類

活動 興奮 細胞内電位 昇：脱分極 抑制 細胞内電位 降：過分極

代表的興奮性神経伝達物質 ン酸 抑制性神経伝達物質 ン

ア 絡酸 GABA あ  
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単一 神経細胞 電気回路 化 可能 あ 次式 う 微分方程

式 記述  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

V 神経細胞内電位 膜電位 あ C 膜容 R 膜抵抗 あ
eg

ig

興奮性 抑制性 プ 結合部位 け コン ン 抵抗 逆数 あ

プ 結合部位 放出 神経伝達物質 受容器 受容 イオン ン

呼 器官 開く 神経細胞 イオン 流入 流出 イオン

ン 開口確率 放出 神経伝達物質 質 依存 コン ン

可変素子
eE

iE 定電 電源 あ 一本 微分方程式 一個 神経細胞 イ

記述 わち 神経 ッ ワ 多数 微分方程式 生 出 高次元複

雑 あ ち 人間 脳

11
10 個程 神経細胞 存  

以 8 個 L0-7 神経細胞 ッ ワ 個々 神経細胞 活動 様子 示 L3

中心 神経細胞 感覚刺激 信号 signal え 刺激 対応 神経

応答 電気パ 群 発生 誘発  

mVEmVE ie 0,80   


